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研究成果の概要（和文）：申請者が開発した有機シリカ粒子は多機能化能に優れており、マルチモーダルイメー
ジングなどに応用可能な新規な多機能イメージングプローブの開発に成功している。本研究では有機シリカ粒子
に薬理効果を付加し、診断と治療の一体化が可能なセラノスティック粒子の作製を行った。一つの粒子に機序の
異なる複数の薬理効果を付加し多戦略治療を可能とするマルチ・セラノスティック粒子の作製に成功した。マル
チ・セラノスティック有機シリカナノ粒子は一細胞イメージングによる細胞障害活性の評価が可能であり、腫瘍
細胞への効果が確認できた。さらに、治療法を検討し、腫瘍移植マウスに対して粒子の集積の改善と治療効果の
発現が確認できた。

研究成果の概要（英文）：We developed novel type of silica nanoparticles, organosilica nanoparticles 
that are both structurally and functionally different from typical ones and have advantages for 
multifunctionalization. We have prepared multifunctionalized organosilica nanoparticles for 
multimodal imaging. In this study we prepared theranostic organosilica nanoparticles enable to 
combine diagnostics and therapy. We could theranostic organosilica nanoparticles with various 
pharmacological effects. Multi-theranostic organosilica nanoparticles showed cytotoxic activity on 
single cell imaging. Improved accumulation of multi-theranostics organosilica nanoparticles in tumor
 tissue were confirmed using near-infrared in vivo imaging. Furthermore multi-theranostics 
organosilica nanoparticles revealed therapeutic effects using tumor-bearing mice. 

研究分野：ナノ医療

キーワード： 有機シリカ粒子　セラノスティックス　光線力学療法　磁場温熱療法　光線温熱療法　診断と治療の一
体化　マルチモーダルイメージング　ナノ医療
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１．研究開始当初の背景 
申請者らはシランカップリング剤を唯一
の材料として合成される「有機シリカ粒子」
を発明した。この粒子は作製した時点で内部
および表面に有機成分を含む有機無機ハイ
ブリット粒子となっている。蛍光色素など機
能性物質を内包する内部機能化や、抗体によ
る表面機能化など多機能性に優れている。 
さらに機能性ナノ粒子と有機シリカ粒子
を融合させた「有機シリカ多機能ナノ粒子」
の開発に成功した。これは機能性粒子(量子ド
ット、金粒子、磁性体粒子など)の表面を有機
シリカで層状に被覆し、多機能ナノ粒子とし
たものである。粒子は核となる機能性ナノ粒
子の固有の機能と有機シリカ粒子の優れた
内部・表面機能化能の融合を実現している。
加えて粒子内に含有させた機能性物質は新
機能を発現することも見出している。これら
特性を活用して様々なイメージングプロー
ブの開発を進めている。さらに蛍光イメージ
ングと X線 CT、MRI (Magnetic resonance 
imaging)など複数の機能の一体化によるマ
ルチモーダルイメージングプローブとして
の開発に成功した。 
これらの研究成果を踏まえ、本研究ではマ
ルチモーダルイメージングが可能な多機能
有機シリカナノ粒子に薬理効果を付加し、
“診断と治療の一体化(セラノスティクス)”
が可能な粒子を作製した。さらに一つの粒子
で複数の薬理効果を持つ“マルチ・セラノス
ティック粒子”の創製への展開を行った。 
 
２．研究の目的 
有機シリカナノ粒子に薬理効果を付加し、
診断と治療の一体化が可能なセラノスティ
ック粒子の作製を目標とする。さらに一つの
粒子に機序の異なる複数の薬理効果を付加
し多戦略治療を可能とするマルチ・セラノス
ティック粒子へと発展させる。有機シリカ粒
子特有の分子構造を活用して薬理効果のユ
ニークな付加技術を開発する。マルチモーダ
ルイメージングと多種の薬理効果の発現が
可能なマルチ・セラノスティック有機シリカ
ナノ粒子の創製を行い、患者に優しい革新的
治療や新規な研究技術の開発を目指す。 

 
３．研究の方法 
まず一つの薬理効果を持つモノ・セラノス
ティック粒子の開発を進めた。有機シリカ粒
子に対して光線力学的治療効果、磁場温熱治
療効果、その他、有機シリカ粒子の分子構造
を利用した応答性薬剤放出機構や金ナノ粒
子による薬理効果の付加を検討し、その最適
化を行なった。薬理効果は培養細胞や腫瘍移
植マウスを用いて評価した。次にマルチ・セ
ラノスティック粒子の開発を開始した。光線
力学的治療効果と磁場温熱治療効果などの
二種の薬理効果を一体化したマルチ・セラノ
スティック粒子の開発・評価を行った。さら
に他の薬理効果の付加を行い高度なマル

チ・セラノスティック粒子の開発を行った。
培養細胞や腫瘍移植マウスを用いてマル
チ・セラノスティクスの有効性を実証した。 
 
４．研究成果 
モノ・セラノスティック粒子の開発を進め、
多機能有機シリカ粒子に対して光線力学的
治療効果、磁場温熱治療効果、応答性薬剤放
出機構や金ナノ粒子による各薬理効果の単
独の付加について有効な成果が得られた。光
線力学的治療効果の付加にて光増感剤を内
部や表面に結合させた多種の有機シリカ粒
子を作製し検討を行った。その結果、570 nm, 
620 nm, 710 nm の励起光、すなわち可視光か
ら近赤外光までの広い波長域の励起光にて
細胞障害を発揮し得る粒子の作製に成功し
た。また細胞障害において一細胞に対してリ
アルタイムで評価する方法も確立すること
ができた。その結果、短時間の光照射で細胞
死に至る細胞、また極めて低濃度の粒子にお
いても細胞死に至る細胞が観察できた(図 1)。
光線力学的効果の強い粒子の作製に成功し
たと共に一細胞レベルの新しい評価法も確
立することができた。 

磁場温熱治療効果の付加では、粒子の表層
に磁性粒子を配置させるなど、新しい構造の
粒子の開発に成功した。金ナノ粒子による効
果について光温熱治療効果と放射線増感効
果の検討も培養細胞に対して粒子の取り込
みの検討から行なうことができた。さらに多
種の抗がん剤について有機シリカ粒子への
含有と応答性薬剤放出機構について検討を
行い、培養細胞を用いて抗がん剤の放出と薬
理効果の発現を確認した。 
モノ・セラノスティック粒子の開発におけ
る成果をもとに多種の薬理効果を持つマル
チ・セラノスティック粒子の開発を行った。
光線力学的治療効果、光線温熱治療効果、磁
場温熱治療効果、応答性薬剤放出による薬理
効果の付加について機能的、構造的な観点か
ら検討し作製した。複数の薬理効果を発揮で
きると共にマルチモーダルイメージングが
可能な粒子の作製に成功した(図 2)。作製し
た粒子を用いて培養細胞と腫瘍移植マウス
を用いた実験を行った。in vitro における一
細胞イメージングと解析により有効性を認
めた。さらに in vivo においては粒子の投与
法を検討することにより粒子の腫瘍部位で
の集積性の向上を近赤外蛍光生体イメージ
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図 1.粒子による培養細胞の殺傷。薬剤放出と光
温熱効果によって全ての細胞が死滅した。(プロ
ピジウムヨードを用いて死傷した細胞の核は強
い蛍光を示している。) 



ングで確認することができた。さらに近赤外
光線を用いた光線力学的効果と光線温熱効
果、さらには抗がん剤のリリースによるマル
チ・セラノスティック粒子の多戦略治療効果
の有効性を認めた。 
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